
一28一

京都大阪奈良神戸塚大津の

基盤構造についての夢想

④

5.領家コンプレックス

伏見幅図のあとをうけてその南隣に当り60×80長m2

の領域に汎って調査した吉沢市(中島石坂)の領

家コンプレックスを紹介しよう.調査は昭和30年頃

から始められ10万分の1多色刷地質図とその説明書

の発表されたのは昭和41年であった.この間10数年

を賞している･吉沢は三重県内を中島は中部を石

坂は西部を担当した.

この地質図を伏見図幅を見たと同じ親方でみてみ

よう.まず領域の広さであるカミ60×80km2あるから

まず充分といってよい､

次に構造解読の基礎となるべき渦巻または(弧)が

あるかの問題であるが渦巻は鈴鹿山脈の錫杖ケ嶽に1

ツ奈良の南東滝倉に1ケ処明瞭なものを認められる

ほかなお不完全なものは数ケ処を挙げることができ

る.

イノハラ

弧は奈良の南と松坂の柚原を両端とし中央構造線の

高見山を弧の中心とするほぼ東西に走り南に向かって

弓を張ったものが確に存在しこれに相似したものが

処々でみられる.これら姿体は地層のバウンダリｰの

なすものでなく岩層や火成岩などのなすバウンダリｰ

のなす姿体であるのでそれかただちにこの地域の地

帯構造を表わすや否やは納得できるだけの説明を

またなければならない.その説明は領家コンプレッ

クスと説明書とを順序だてて紹介することによってで

きる.

領家コンプレックスは堆積岩起原の変成岩(粘板岩

帯片状ホルンフェノレろ帯縞状片麻岩帯塩基性岩と

花鹿岩類(花崩閃緑岩細粒花開岩粗粒花開岩)とか

らなる.領家地帯の広域変成は岩石の鉱物組み合わ

せからすれば明らかに低圧高温と判断せられる.

塩基性岩(細粒のもの粗粒のもの石英閃緑岩)は

まわりの堆積起原変成岩とふつうに調和しているので

花開岩より古いと考えられている.粗粒塩基性岩は

変成コンプレックスの一般方向に線状に配列して現わ

イチダイ

れる.すなわち一台山(595m奈良駅の東方1止血)

ヨウクネオ

ｰ神野山(619m一台山の東南東6たm)一種生(名張

散官大夫

の東北東7.5ヒm)一福田山(三重県一志郡白山町)の

粗粒基性岩体をつ荏いだ線で西北酉一東南東である.

他の1ツは桜井の北東三輪山(467m)から東方へ榛原

まで延びた粗粒塩基性岩である.

片麻岩状花嵐閃緑岩はしばしば塩基性岩を伴う.

背斜の翼部に位し中部および南部の主要変成岩地域を

とり巻いたように分布する.この岩石は変成作用の

最盛期に遊入したものであろう.

塊状花開閃緑岩は花間質岩のうちもっとも古く大

阪府奈良県境の葛城血(960m)付近に広く分布する.

中央構造帯に分布する花開閃緑岩はprotoc1asticMo-

Vementを受けて片状に在っている.さらに圧砕石

理(Catac1asticTexture)が明瞭に見えている.

細粒花南岩ぽ多く珪線石片麻岩帯に分布する.粗

粒花陶岩体とは連絡カミなく両者間に堆積起原片麻岩

ツゲノ

カミある.最下の岩体は奈良名張間の都分野高原にある.

長さ15km幅8たm.周囲の岩石に対しては正調和

的で堆積起原片麻岩に対して明白な機械的または熱

作用を与えてい狂い.

粗粒花筒岩は1般に大きな岩体を在し花崩岩類の大

半を占める.この岩石は周囲の堆積岩起原片麻岩や

花開閃緑岩の構造と不調和であってとくに変成度の

低い地域において周囲の岩石に対して明白な熱の影

響を与えている･内部に多数のゼノリスをとり込ん

でおり著しい流状構造を示している.たとえば長谷

寺の北方の滝倉を中心として大小の堆積岩起原片麻岩

塩基性岩細粒花嵩岩の岩体カミ同心円状をなしている

のがそれである.粗粒花開岩の最大のもので変成岩

に対し不調和に迷入しているのは柳生花開岩であっ

て木津川断層以南に限っていえば東西15km南北10

kmの大きさを有する.その西側にある変成岩との接

触面は東へ急斜し南側の変成岩とのそれは北へ傾

斜しているので柳生花嗣岩体は底カミありその底は盆

状をしていると考えている.粗粒花庸岩は比較的新し

く迷入したものと考えられる.

中央構造線に接近して変成度が低下している.こ

れは圧砕作用のために後退変成が行なわれたからであ

る･変成度の最高のところは中央構造線の北方10～�
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15kmのところで東西に走るものと考えられる.こ

こでは変成岩の斜長石のAn成会も最大(35)にな

る.

変成岩の葉理の方向をしらべるとそれが榴曲してい

ることが削る.葉理は原岩である堆積岩の層面にほ

ぼ平行していることカミ野外観察で明らかである.

東部で堆積岩起原変成岩がもっとも広く露出する

ナガノアオヤマヌノピキ

長野峠青山峠間の布引山地では榴曲の波長は10～

15kInで橘曲軸の方向は東西または西北西である.

笠置地方奈良南東の大和高原法隆寺の北の松尾山

に分布する変成岩の野外調査の結果福山構造は布

引山地方面と同様であることがわかっている.摺

曲軸は東部では東へ中部と西部では酉へ緩く傾い

ている.花庸岩の迷入カミ著しいので変成岩の層序

を設定することは容易では狂いが北部の変成岩は

珪質岩(砂岩とチャｰト)響土質岩(頁岩)から変わ

ったこと中部では珪質岩が多くなること南部では珪

質岩が少なく多量の細粒塩基性岩か珪質岩を挾んで

いることから北の方が上部で南の方カミ下部と判断さ

れる.

皐期の花闇岩類の避入について

早期の花開岩類すなわち片麻状花陶閃緑岩あるい

は細粒花嵩岩が発達している地域は最高の変成帯で

ある.これらの花庸岩類は大規模のドｰム状塊をな

すものと考えられる.そのドｰム状塊の軸は奈良

イノ

市の南部と松阪市の柚原とを結ぶ線上にあり最高度

の変成の軸にほぼ一致する.このドｰム状塊の南北

の線に沿って層状の塩基性岩体が多く上記の通り

粗粒塩基性岩体が一線上に点在する.金剛山葛城山

を造る塊状花開閃緑岩もドｰム状岩体をなすものと

考えられる.これらの早期避入花陶岩類はドｰム状

サンホｰ

塊をなすとともに高見山の東北東10kInにある三峰山

(1,235m)のあたりを“かなめ"として南に凸の大き

な弧をなしている.これに反して後期の花開岩す

なわち粗粒花開岩は柳生花開岩をはじめ生駒山か

ら高見山へ北酉一南東に延びる花闇岩は上記のドｰ

ム状塊を注す早期迷入花開岩体のあいだの向斜構造の

部分に位置するように狂っている.

中央構造帯における変成と運動

後期花陶岩の送入後に中央構造帯の運動が起こっ

た.領家帯の運動も中央構造帯のそれとは独立し

たものではなく後者は前者の後期のものということカミ

野外観察と顕微鏡検査からいえるという.中央構

造帯の幅は5～6hmあり眼球片麻状花筒岩ホｰフ

イロイド様化闇閃緑岩Protoc1asticな細粒塩基性岩類

ヘレフリンタ様醸砂岩(my10nite)からなる.

前二者は粗粒斑状花嵩岩の避入の晶出のあいだ偏

圧を受けたカミために生じたもので後者は前者が圏

化した後に圧砕作用を受けて生じたものと考えられ

る.これらの原砕(Protoc1astic)および圧砕(cataひ

1凱StiC)作用は領家コンプレックスが三波川変成帯の

上に衝上したさいに働いたものである.ヘレフタ

ンタ穣醒砂岩の葉理面は北へ急斜し水平線理(h0-

riZonta11iniatiOn)を示す.

領家地帯の後期逸入粗粒閃雲花闇岩と以北の近畿の

花闇岩との関係

領家地帯で北の近畿地方といえば丹波地帯その他

であるが領家地帯のすぐ北にある花崩岩は鈴鹿花崩

岩と三雲花闇岩でありともに粗粒黒雲母花開岩であ

る.三雲花開岩と領家地帯の代表的粗粒閃雲花筒岩

である柳生花崩岩とは漸移する.鈴鹿花開岩と領

家花陶岩との境界は鈴鹿峠の南方500mの所を通り

東北東一西南西に走るカミ幅数10㎜で急斜する硬い微角

礫岩カミできている.この微角礫岩は西南西に延び

上野市の最北部である諏訪部落の南方と上野市北西隅

の西山部落付近と大河原駅付近を通って笠置に達す

るという.この微負礫岩は衝上によって生じたもの

に違いないがこれは粗粒閃雲花筒岩と粗粒黒雲母

花陶岩とを境するものではなくて両者の漸移的境界

はこの微角礫岩の1～5km北方にあるらしい.

以上吉沢市が主となって作った日本近畿地方の領

家コンプレックスの地質図とその説明書を読み次に

松下進が主としてこれを軸にしてまとめた.領家

コンプレックス(日本地方地質誌近畿地方)によっ

て地名および難解な点をさらに吟味して紹介した.

初めに紹介した私なりの構造の読み方がどの程度まで

に領家コンプレックスの岩石学的研究と一致するか

し狂いかを検討しよう.

私はここで領家ロンプレックスという難問題をその

露頭の日本で一番大きな地方において調査した人につ

いて述べる必要がある.吉沢は明治39年の生まれで

昭和5年に京大地質を卒業した.この年は京大地質教

室始まって以来の秀才のでた年といわれた.竹山俊

雄笹倉正夫吉沢市村上政嗣である.吉沢の卒

業論文は二上火山であった.昭穐8年吉沢は竹山

笹倉とともに蒲鉄に入社し関東軍給水班に入りハ

イラル班に属しノ･イラルを根拠として主として北興

安嶺の地形･地質･水資源の調査を達成した.まだ�
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治安の定まらない時でこれに大陸の暑熱と寒冷が加わ

り苦労した.昭和11年には北支郡駐屯軍の国防資源

調査に加わり河北･山西･山東地方を主とする北支那

を踏破した.この間の調査成果はほとんど覇極秘で

あって今日みることのできないのが遺憾である.昭

和13年にはハルピン工科大学に教鞭をとり14年に朝鮮

総督府地質調査所に入り終戦後は母校の京都大学に帰

った.この間に南方資源調査をしている.46年停年

カクシヤク

退職したカミ今もなお嬰鍵として働いている.吉沢は

はじめ日本支郡朝鮮の各地を巡ってあらゆるこ

とに興味をもったカミついに純正な地質学の道をすすん

だ.中にも岩石の顕微鏡的研究はそのもっとも好む

ところである.その経歴の示すように野外地質につ

いては一流中の一流で私などは満鉄時代にも商工省

時代にも調査に同行した際には常に教を亨けたもの

である.いつか地質図の批判を願ったところ“私は

専門でないから"と断られた.真筆な態度思うべしで

ある.吉沢はそれよりももっと大事な自負するも

のがあったのである.それこそ領家コンプレックスの

地質図で吉沢はそれに没頭していたのだ.領家コンプ

レックスは吉沢の生涯の成果である.かつとくに地

質図には1000年に残る生命がかけられている.こ

のような図と文章を発表するのにな喧英文をもって

するのであろうか.まことその内容は立派なもので

あるならば(私は信じて疑わぬものであるが)日本文で

すべきである.日本人がなぜ使いなれぬ英文をもっ

てする必要があろうか.吉沢一人ではない.私の尊

敬する江原真優先生も旗山次郎先生も松下進先生

も重要在論文はみな英語をもって作成しかつ発表にあ

たっては英人にみてもらっている.まこと自信ある

地質図なら文章ならいつかは英国米国で翻訳する

はずである.それまで待てぬとは何と気の短いことで

あろうか.それはそれとし差しあたり不便なのは

その英文を読む尻から忘却し去って2回や3回読ん

だのでは停年を過ぎた老毫には一つの文章としての

意味がとれないので文字に訳するより外はないこと

である.これはこちらの語学力不足だからしかたが

たいとして困るのは地名である.地名に漢字カミない

ほど不便衣ものはない.それに河内･大和･伊勢･

紀伊･山城に汎るこの地方は日本文化のもっとも早く

開けた地方であるので他の地方にない古いよみ方があ

る.そのよみ方を日本分県地図地名総覧をたよりに

しらべることは並大抵ではない.私は1回はこの地

質図を投出した.なぜ支那の戦前の地図のように漢

字とアノレファベットとを併用しなかったかと思う.

図面が漢字を入れたのでは汚くなるとか経費がか

さむとかは問題そはない.また満州では｢文章にで

てくる地名は必ず地図に書き入れよ.地図に書き入

れてない地名は必ず文章に書くな｣とまで木村六郎

満鉄地質調査所所長に注意されこれは今もなおいい言

葉だと感謝し守っているが“領家コンプレックス"で

はこの木村語録を忘れ去っているらしい.私はこ

のことについて松下達の領家コンプレックスを読み

よくこれをまとめられたことに感謝している.

いまのべた英文についての私の不満地名につい

ての不平を解消してもらった上に岩石についての私

の基礎知識がないために理解できなかった点また岩

石の新旧と構造上の位置などについて納得のいがな

かった点などの大体を理解きしていただいたからである.

あとのことは5-7月9-11月に私が金剛山一岩

湧山間を歩いて生じた疑間でこれはそのうち吉沢じし

んに教えてもらおうと思っている.

まず渦巻一同心円一星雲状の姿体の!つは天理の

東の滝倉にあるがこの模様を造りなす岩石は細粒塩

基性岩で地の岩石は粗粒花開岩である.これらの渦

は前科の1つの中心をなすらしいが向斜の軸は北酉

へ延びて松尾山(法隆寺の北)から生駒山に至り

ナバリハイバラ

南東は名張榛原を通る断層(近江伊賀断層)によっ

て鯉鰯し錫杖ケ嶺の東に現われて同じ岩層からな

る渦になり向斜を作る.これから向斜軸の方向を北

々東に転じて鈴鹿山脈の連峰に沿うと見られる.こ

の大いなる断層は1つのものではないらしく北から南

北方向のものが北東一南西となり前して東西にたる系

列のものなるらしい.鈴鹿峠から上野市北酉山につづ

くという東北東一西南酉の微角礫岩層は途中鮮新層更

新層に掩われるが20良mに汎って追跡できる.この

系列の断層が存在することの1つの証跡である.

これらの断層系はこの38年以前中村新太郎によって

その存在が知られた近畿の重要な断層の1つであって

その性質については章を改めて詳しく述べよう.

渦の次には岩層の作りなす弧型であるが粗粒塩基

性岩は変成コンプレックスの一般方向に線状に現われ

イチタイヨウノタネオフクダ

る.一台山神野山種生福田山がそれで西北酉

ミフ'､イ'{ラ

ｰ東南東である.他に1つは三輸山から榛原に至るも

のであってすでにのべた.この塩基性岩はしばし

ば片麻岩状花開閃緑岩を伴い構造上背斜の翼部に位し

中部南部の主要変成岩をとりまくように分布する.

細粒花闇岩は珪線二百片麻岩帯に分布し粗粒花商岩と

ツガノ

連絡カミなくその最大の岩体は都分野高原にある.

周囲の岩石に対して正調和的で堆積起原片麻岩に対し

て明白に機械的または熱作用を与えていない.�
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以上粗粒塩塑性岩と片麻岩状花開閃緑岩と細粒花図は真面目な材料を提供してくれたがこれとても

闇岩はたがいに平行に分布して東西に弧型を画いて火成岩から堆積起原原岩を推定できる示準化石のよう

分布し南に向かって弓をひいている.その姿勢は北な示準鉱物のようたものカミ発見されぬ限りそれに

においては柳生粗粒花開岩を抱くごとく中部においは限度カ書あろう.このあたりでもう一度美濃高原か

ては生駒一滝倉の粗粒花開岩を囲むように分布していら演釈した巨視的地質構造を思出してこの地域の領

る.柳生花南岩はその東部南部において花商岩の家コンプレックスの中でどういう挙動をするかを夢想

中心に向って傾斜しているから底のある盆状のものでしてみるのも意味がないこともないであろう.''

一種の向斜と解してよく.生駒一滝倉も一連の向斜で美濃高原における基本的に大きなものの発見は右

あることは前に述べた.したカミって粗粒塩基性岩生代の海中に北は日本海の青海から南は鈴鹿山中の

片麻岩状花筒閃緑岩粗粒花商岩の配列する弧型は背錫杖ケ嶺に至る300k血に汎って数千万年の間に存在し

斜あるいは背斜の翼部にあたるものである.た海中の地背斜の存在である.現在は起上によって

地背斜が逆に向斜となっている.これはこの地域のど

以上で大体吉沢原地質図による領家帯の構造を読こにつづくであろうか.われわれぽ“領家コンプレ

みとった.しかし重ねていうカミこれはあくまでもックス"地質図の左肩鈴鹿山脈の錫杖ケ嶺の東村立

主として変成岩と火成岩のバウンダリｰによって推定を中心にして粗粒花開岩細粒塩基性岩の同心円に巻

した構造であって堆積岩同志のバウンダリｰから椎く向斜構造を見出すことカミできる.これが大向斜

定した構造ほどたしかであるとはいい切れないものが(大地背斜)のこの地域に入った証跡であるが間も

ある.たしかであるといい切るためには堆積岩カミ熱なく長野峠あたりで東西および北東一雨酉の断層に出

圧力によって変化した場合いかなる岩石に放るかを会ってその南延の綜跡を失ってしまう.しかしこれ

研め逆にそれを基点として変身前の堆積岩の地質構と同じ岩石により構成されている渦巻は榛原の西方滝

造を明らめることより入らねばならない.これに関倉を中心にして再び出現する.この向斜は法隆寺

連した論文は千藤忠昌が昭和32年･昭和33年に'北の北松尾山に現われさらに生駒山をめざして走っ

上･阿武隈において古生層と火成岩を調査研究しそている.この向斜の方向北酋一南東は'図幅内の粗

の成果を発表したカミまだ現在の火成岩から変身前の粒塩基性岩細粒花開岩片麻岩状花筒閃緑岩のなす背

堆積岩をきめるところまでにはなっていないようで斜または弧型の方向とも調和する.また伏見図幅の

ある･もっとも彼は老子の｢知るものはいわず｣古生層および変成岩とも調和する.これは大阪平原

の人たちであるが吉沢の領家コンプレックスの地質の基盤構造を夢想するための大きな手がかりであると

ともに美濃高原の地質とも
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矛盾撞着を感じ放くてすむ.
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しかしこれはどこまでも

変成岩火成岩のバウンダリ

ｰが示す夢想であって堆積

岩のバウンダリｰが示す構造

にくらべてカの弱いことを

知らねばならない.38年前

中村新太郎が主として堆積

岩の配列から同じ地域を含

めて地質構造をまとめたも

のがある.これを領家コン

ブ1イックスの地質図と対比し

それによって近畿中部大阪

平原下の基盤構造を論じてみ

たらぱその構造はさらに

確実性をまし夢想の域を脱

するに至るやも知らぬ.

(筆者は元所員現大同ボｰリングKK)�


